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「
機
械
が
止
ま
る
」
（
一
九
○
九
年
）
は
、
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
一
九
○
九
年
に
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
．
ア
ン
ド
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
に
発
表
し
た
短
編
小
説
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
『
天
使
も
踏
む
を
恐
れ
る
と
こ
ろ
』
（
一
九
○
五
年
）
、
『
最
も
長
い
旅
』
（
一
九
○
七
年
）
、
『
眺
め
の
い
い
部
屋
』
（
一
九
○
八
年
）
、
『
ハ
ワ
ー
ズ
・
エ
ン
ド
』
（
一
九
一
○
年
）
、
『
イ
ン
ド
へ
の
道
』
（
一
九
二
四
年
）
、
『
モ
ー
リ
ス
』
（
一
九
一
四
年
執
筆
・
一
九
七
一
年
出
版
）
と
い
う
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
六
作
の
長
編
小
説
や
、
「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
エ
ン
ペ
ド
ク
レ
」
（
一
九
○
三
年
）
、
「
パ
ニ
ッ
ク
の
話
」
（
一
九
○
四
年
）
、
「
コ
ロ
ノ
ス
か
ら
の
道
」
（
一
九
○
四
年
）
、
「
永
遠
の
瞬
間
」
（
一
九
○
五
年
）
、
「
セ
イ
レ
ー
ン
の
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
話
」
（
一
九
○
四
年
執
筆
・
一
九
二
○
年
出
版
）
な
ど
の
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
主
要
な
短
編
小
説
で
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
技
法
、
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
来
訪
者
が
、
旅
行
で
訪
れ
た
場
所
の
異
文
化
に
出
会
い
、
対
立
す
る
価
値
観
と
の
衝
突
を
経
験
す
る
形
式
を
取
ら
な
い
。
「
機
械
が
止
ま
る
」
は
、
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
唯
一
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
未
来
の
生
活
を
描
く
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
で
あ
る
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
現
実
世
界
に
お
い
て
超
自
然
的
な
異
界
や
出
来
事
に
出
会
う
登
場
人
物
を
描
く
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
呼
ぶ
短
編
小
説
に
お
い
て
は
、
登
場
人
物
の
超
自
然
的
な
異
界
や
出
来
事
と
の
出
会
い
を
扱
い
、
登
場
人
物
が
異
石
和
田
昌
一
利
文
化
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
心
の
中
に
眠
っ
て
い
た
本
性
を
覚
醒
さ
せ
る
と
い
う
作
品
の
構
造
を
何
度
も
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
登
場
人
物
は
、
「
天
国
行
き
の
乗
合
馬
車
」
（
一
九
○
八
年
）
や
「
ア
ザ
ー
・
キ
ン
グ
ダ
ム
」
（
一
九
○
九
年
）
の
よ
う
な
作
品
に
お
い
て
、
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
生
き
て
い
た
同
時
代
の
現
実
世
界
で
超
自
然
的
な
異
界
や
出
来
事
と
の
出
会
い
を
経
験
す
る
が
、
「
機
械
が
止
ま
る
」
は
、
作
品
の
設
定
そ
の
も
の
が
根
本
的
に
違
い
、
未
来
の
生
活
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
「
機
械
が
止
ま
る
」
に
お
い
て
扱
わ
れ
る
も
の
は
、
超
自
然
的
な
異
界
や
出
来
事
で
は
な
く
、
未
来
の
生
活
の
科
学
で
あ
り
、
機
械
が
止
ま
る
時
に
人
類
が
滅
亡
す
る
と
い
う
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
現
在
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
小
説
が
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
書
か
れ
る
こ
と
は
現
在
で
は
一
般
的
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
作
品
は
、
列
挙
し
た
作
品
の
発
表
年
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
他
の
作
品
と
著
し
く
異
な
る
時
期
に
、
執
筆
さ
れ
、
発
表
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
『
来
た
る
べ
き
世
界
の
姿
』
（
一
九
三
二
年
）
に
や
が
て
ま
と
め
ら
れ
る
科
学
の
発
達
に
人
間
の
未
来
を
か
け
る
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
が
考
え
る
未
来
の
生
活
も
す
べ
て
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
世
界
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
機
械
が
止
ま
る
」
が
ウ
ェ
ル
ズ
の
楽
観
主
義
に
対
す
る
反
論
と
し
て
書
か
れ
た
独
特
の
ト
ー
ン
を
持
っ
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
こ
の
作
品
を
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
す
る
必
然
性
は
こ
の
点
に
あ
る
・
小
論
に
お
い
て
は
、
「
機
械
が
止
ま
る
」
を
未
来
の
生
活
が
描
か
れ
た
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
代
表
的
な
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ズ
の
「
タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
」
（
一
八
九
五
年
）
、
オ
ー
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
（
一
九
三
二
年
）
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
『
一
九
八
四
年
』
（
一
九
四
九
年
）
と
比
較
し
な
が
ら
、
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
「
タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
」
は
「
機
械
が
止
ま
る
」
よ
り
も
一
四
年
前
に
発
表
さ
れ
、
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
は
「
機
械
が
止
ま
る
」
よ
り
も
三
三
年
後
に
発
表
さ
れ
、
『
一
九
八
四
年
』
は
「
機
械
が
止
ま
る
」
よ
り
も
四
○
年
後
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
二
な
い
。
ま
た
、
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
と
社
会
主
義
の
革
命
や
全
体
主
義
体
制
の
台
頭
も
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
と
『
一
九
八
四
年
』
の
発
表
に
前
後
し
て
生
じ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
機
械
が
止
ま
る
」
に
つ
い
て
の
古
い
時
代
の
批
評
を
概
観
し
て
み
る
と
、
Ｊ
・
Ｂ
・
ビ
ア
の
よ
う
に
、
「
機
械
が
止
ま
（
１
）
ろ
」
と
「
タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
」
を
比
較
し
た
り
、
ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ス
ト
ー
ン
の
よ
う
に
、
「
機
械
が
止
ま
る
」
を
「
タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
」
へ
の
反
動
と
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
や
『
一
九
八
四
年
』
（
２
）
の
系
譜
と
な
る
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
捉
え
た
り
、
Ｓ
・
Ｋ
・
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
、
「
機
械
が
止
ま
る
」
を
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
や
『
一
九
八
四
年
』
と
共
通
点
を
持
つ
サ
イ
エ
ン
ス
．
（
３
）
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
考
え
る
と
い
う
方
法
で
一
九
六
○
年
代
以
来
伝
統
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
・
小
論
も
こ
の
方
法
を
踏
襲
し
た
い
。
Ａ
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
の
『
幼
年
期
の
終
わ
り
』
（
一
九
五
三
年
）
や
ネ
ビ
ル
・
シ
ュ
ー
ト
の
『
渚
に
て
』
（
一
九
五
七
年
）
な
ど
一
九
五
○
年
代
だ
け
で
も
著
名
な
デ
ィ
ス
ト
ピ
ァ
小
説
が
い
く
つ
も
あ
り
、
そ
の
後
の
時
代
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
を
挙
げ
て
い
つ
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
た
ら
切
り
が
な
い
が
、
小
論
に
お
い
て
は
比
較
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
な
い
・
こ
の
作
品
に
お
い
て
も
人
間
に
影
響
を
与
え
る
「
土
地
の
霊
」
や
対
立
す
る
価
値
観
の
衝
突
を
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
主
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
こ
の
問
題
に
小
論
の
考
察
の
焦
点
を
絞
り
た
い
・
小
論
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
「
機
械
が
止
ま
る
」
の
設
定
、
展
開
、
結
末
の
特
徴
を
考
察
し
、
二
つ
の
対
立
す
る
価
値
観
の
衝
突
が
人
間
に
与
え
る
影
響
を
中
心
に
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
人
間
と
場
所
の
関
係
を
考
え
て
い
き
た
い
。
こ
の
作
品
の
構
成
は
『
イ
ン
ド
へ
の
道
』
や
「
パ
ニ
ッ
ク
の
話
」
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
三
部
構
成
が
用
い
ら
れ
る
・
各
部
分
は
、
「
飛
行
船
」
、
「
修
理
装
置
」
、
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
と
い
う
題
名
ま
で
付
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
作
品
の
設
定
、
展
開
、
結
末
に
な
っ
て
い
る
。
最
初
に
、
作
品
の
冒
頭
に
お
け
る
作
品
の
設
定
1
一
一
一
を
考
察
し
て
み
よ
う
・
次
の
よ
う
に
、
語
り
手
は
、
こ
の
作
品
の
登
場
人
物
と
生
活
環
境
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
作
品
を
語
り
始
め
る
。
で
き
る
も
の
な
ら
ば
、
蜂
の
巣
の
穴
の
よ
う
な
形
を
し
た
六
角
形
の
小
さ
な
部
屋
を
想
像
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
部
屋
は
、
窓
も
電
燈
も
な
い
の
に
明
る
く
、
柔
ら
か
な
明
か
り
に
満
た
さ
れ
て
い
た
・
換
気
孔
も
な
い
が
、
空
気
は
新
鮮
で
あ
る
・
楽
器
も
な
い
の
に
、
私
の
瞑
想
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
、
美
し
い
音
楽
が
こ
の
部
屋
に
流
れ
る
。
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
ー
が
中
央
に
あ
り
、
読
書
机
が
そ
の
椅
子
の
傍
ら
に
あ
る
・
家
具
は
こ
れ
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
一
つ
の
肉
の
塊
、
つ
ま
り
、
身
長
は
約
五
フ
ィ
ー
ト
で
、
き
の
こ
の
よ
う
に
白
い
顔
を
し
た
女
が
そ
の
ア
ー
ム
チ
ェ
ァ
ー
に
く
る
ま
れ
て
腰
掛
け
て
い
る
。
こ
の
（
４
）
小
さ
な
部
屋
は
こ
の
女
の
も
の
で
あ
る
。
（
八
七
）
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
は
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
『
す
ぱ
ら
し
い
新
世
界
』
と
と
も
に
「
機
械
が
止
ま
る
」
を
代
表
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ァ
小
説
と
し
て
一
九
七
○
年
代
に
指
（
５
）摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
に
設
定
さ
れ
て
い
る
未
来
の
生
活
は
、
す
べ
て
が
デ
ィ
ス
ト
ピ
ァ
で
は
な
く
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
側
面
も
描
か
れ
て
い
る
。
ロ
レ
ン
ス
・
ブ
ラ
ン
ダ
ー
や
デ
ニ
ス
・
ゴ
ド
フ
リ
ー
は
一
九
六
○
年
代
に
こ
の
作
品
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
（
６
）
な
側
面
を
強
調
す
る
解
釈
さ
え
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
・
ブ
ラ
ン
ダ
ー
や
ゴ
ド
フ
リ
ー
が
考
え
る
よ
う
に
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
生
活
環
境
は
一
九
六
○
年
代
に
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
こ
の
作
品
を
執
筆
し
た
時
か
ら
ど
れ
く
ら
い
未
来
の
生
活
を
描
い
て
い
る
の
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
語
り
手
は
読
者
に
一
九
○
九
年
の
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
は
る
か
未
来
の
生
活
を
想
像
す
る
こ
と
を
求
め
る
・
こ
の
女
の
名
前
は
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
で
あ
り
、
こ
の
女
は
こ
の
作
品
の
中
心
的
な
登
場
人
物
で
あ
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
は
ク
ー
ノ
ー
と
い
う
息
子
が
い
る
。
こ
の
作
品
が
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
と
い
う
母
親
と
息
子
を
中
心
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
、
す
で
に
指
四
（
７
）摘
さ
れ
て
き
た
と
お
り
で
あ
り
、
反
論
の
余
地
は
な
い
・
電
話
や
電
燈
の
科
学
技
術
の
進
歩
や
鉄
道
等
の
交
通
機
関
の
発
達
が
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
。
窓
か
ら
の
日
差
し
や
頻
繁
に
取
り
替
え
る
こ
と
が
必
要
な
白
熱
電
球
で
は
な
く
快
適
で
安
定
し
た
明
る
さ
が
約
束
さ
れ
て
い
る
照
明
設
備
、
扇
風
機
や
ス
ト
ー
ブ
に
頼
ら
な
く
て
も
快
適
で
安
定
し
た
室
温
と
新
鮮
な
空
気
を
供
給
し
て
く
れ
る
空
調
設
備
、
蓄
音
機
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
操
作
し
な
く
て
も
快
適
で
安
定
し
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
し
て
く
れ
る
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
部
屋
は
当
時
の
読
者
に
は
実
現
の
困
難
な
理
想
の
生
活
に
思
え
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
現
在
す
べ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
人
類
の
未
来
の
生
活
を
予
想
す
る
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
想
像
力
を
賞
賛
せ
ざ
る
を
え
な
い
作
品
の
設
定
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
生
活
環
境
の
設
定
に
つ
い
て
の
描
写
は
詳
し
い
。
次
の
よ
う
に
、
語
り
手
は
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
生
活
環
境
を
更
に
詳
細
に
紹
介
す
る
。
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
そ
れ
か
ら
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
明
か
り
を
点
け
た
。
す
る
と
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
明
る
さ
に
溢
れ
た
電
気
の
ボ
タ
ン
が
散
り
ぱ
め
ら
れ
た
部
屋
の
光
景
に
元
気
を
取
り
戻
し
た
。
至
る
所
に
ボ
タ
ン
と
ス
イ
ッ
チ
が
あ
っ
た
。
食
料
、
音
楽
、
衣
類
を
求
め
る
ボ
タ
ン
が
あ
っ
た
。
熱
い
バ
ス
に
入
浴
で
き
る
ボ
タ
ン
が
あ
っ
た
・
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
人
造
の
大
理
石
の
浴
槽
が
、
床
か
ら
せ
り
上
が
り
、
温
か
い
無
臭
の
液
体
で
浴
槽
の
縁
ま
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
冷
た
い
バ
ス
に
入
浴
で
き
る
ボ
タ
ン
も
あ
っ
た
。
文
学
作
品
を
創
作
す
る
ボ
タ
ン
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
友
人
と
通
信
す
る
ボ
タ
ン
も
あ
っ
た
・
そ
の
部
屋
は
、
何
も
な
い
が
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
が
世
界
じ
ゅ
う
に
望
む
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
次
の
動
作
は
孤
絶
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
こ
と
だ
っ
た
。
す
る
と
、
こ
の
三
分
間
溜
ま
っ
て
い
た
も
の
が
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
向
か
っ
て
勢
い
良
く
発
せ
ら
れ
た
・
部
屋
は
ベ
ル
と
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ュ
ー
ブ
の
音
声
で
満
た
さ
れ
五
た
・
新
開
発
の
食
料
品
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
さ
ん
は
そ
の
食
料
品
を
推
薦
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
さ
ん
は
最
近
何
か
着
想
を
お
持
ち
で
す
か
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
着
想
を
聞
い
て
い
た
だ
け
ま
す
か
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
さ
ん
は
近
い
う
ち
に
公
共
の
保
育
園
の
訪
問
を
約
束
な
さ
い
ま
す
か
。
来
月
の
今
日
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
こ
れ
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
大
部
分
に
対
し
て
そ
の
加
速
す
る
時
代
に
増
大
す
る
性
質
で
あ
る
い
ら
だ
ち
を
込
め
て
返
事
を
し
た
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
新
開
発
の
食
料
品
は
ひ
ど
い
味
だ
と
言
っ
た
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
約
束
が
殺
到
し
て
い
る
の
で
公
共
の
保
育
園
を
訪
問
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
っ
た
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
自
分
の
着
想
は
な
い
が
、
中
央
の
四
つ
の
星
と
三
つ
の
星
は
人
間
の
姿
に
似
て
い
る
と
い
う
着
想
を
聞
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
た
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
そ
の
着
想
が
重
要
で
あ
る
か
ど
う
か
を
疑
っ
た
・
そ
れ
か
ら
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
通
信
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
部
屋
の
中
で
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
な
ん
で
も
手
に
入
る
未
来
の
生
活
が
読
者
に
語
ら
れ
て
い
る
・
人
間
が
物
質
の
と
こ
ろ
に
移
動
す
る
の
で
は
な
く
、
物
質
が
人
間
の
と
こ
ろ
に
移
動
す
る
究
極
の
個
人
生
活
が
、
こ
の
作
品
で
は
、
実
現
さ
れ
、
作
品
の
舞
台
に
設
定
さ
れ
て
い
る
・
こ
の
よ
う
な
生
活
は
ま
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
生
涯
外
出
し
な
く
て
済
む
在
宅
生
活
は
理
想
の
生
活
で
あ
る
か
ど
う
か
は
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
音
楽
に
つ
い
て
講
義
を
す
る
時
間
だ
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
聴
衆
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
気
が
き
か
な
い
シ
ス
テ
ム
は
ず
っ
と
前
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
も
聴
衆
も
部
屋
か
ら
動
か
な
か
っ
た
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
ア
ー
ム
チ
ェ
ァ
ー
に
座
っ
た
ま
ま
、
話
し
た
。
聴
衆
も
、
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
ー
に
座
っ
た
ま
ま
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
声
が
か
な
り
良
く
聞
こ
え
た
し
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
姿
が
か
な
り
良
く
見
え
た
。
（
九
○
‐
九
二
一
ハ
あ
ろ
う
。
更
に
、
こ
の
作
品
に
設
定
さ
れ
て
い
る
未
来
の
生
活
は
現
在
以
上
に
進
歩
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
で
あ
る
・
こ
の
作
（
８
）
品
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
注
目
し
た
研
究
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
・
人
間
は
、
こ
の
作
品
の
中
に
想
定
さ
れ
て
い
る
通
信
手
段
の
発
達
し
た
社
会
に
お
い
て
は
、
「
淡
く
青
い
光
が
、
円
形
の
プ
レ
ー
ト
を
よ
ぎ
り
、
ぼ
ん
や
り
と
し
て
紫
色
に
な
っ
た
。
ま
も
な
く
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
地
球
の
反
対
側
に
住
ん
で
い
る
息
子
の
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
ク
ー
ノ
ー
も
自
分
の
母
親
の
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
」
（
八
八
）
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
電
話
の
よ
う
な
映
像
機
能
を
持
つ
円
形
の
プ
レ
ー
ト
を
使
用
し
、
受
信
者
と
送
信
者
の
相
互
の
映
像
を
映
し
、
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
知
識
や
情
報
を
地
球
上
の
す
べ
て
の
人
間
に
講
義
す
る
こ
と
も
で
き
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
視
聴
し
た
い
講
義
か
ら
知
識
や
情
報
を
獲
得
す
る
こ
と
も
で
き
、
受
信
者
と
送
信
者
は
自
分
の
意
志
で
自
由
に
通
信
機
能
の
接
続
と
解
除
が
で
き
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
更
に
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ュ
ー
ブ
を
使
用
し
て
音
声
の
み
の
受
信
と
送
信
を
す
る
こ
と
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
も
で
き
、
気
送
郵
便
を
使
用
し
て
文
書
の
受
信
と
送
信
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
・
電
燈
と
電
話
が
か
ろ
う
じ
て
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
の
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
、
現
在
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
の
放
送
機
器
や
通
信
機
器
の
電
気
器
具
と
シ
ス
テ
ム
の
普
及
ば
か
り
で
は
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
端
末
と
な
る
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
所
持
し
て
い
る
だ
け
で
メ
ー
ラ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
機
能
に
よ
っ
て
、
人
間
と
人
間
の
連
絡
や
知
識
と
情
報
の
受
信
と
送
信
を
可
能
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
到
来
も
予
想
し
て
い
た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
予
想
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
多
く
の
技
術
は
現
在
実
現
し
て
い
る
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
、
多
く
の
作
品
で
馬
や
馬
車
に
替
わ
っ
て
、
自
動
車
や
鉄
道
が
交
通
手
段
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
、
フ
オ
ー
ス
タ
ー
が
、
科
学
の
進
歩
に
興
味
を
持
ち
、
新
し
い
技
術
の
普
及
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
し
か
し
、
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
「
機
械
が
止
ま
る
」
に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
七
良
い
面
し
か
描
か
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
作
品
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
小
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
更
に
驚
か
さ
れ
る
点
は
、
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
問
題
点
も
指
摘
し
、
こ
の
作
品
を
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
・
そ
れ
は
、
『
ハ
ワ
ー
ズ
・
エ
ン
ド
』
の
終
結
部
に
お
い
て
、
鉄
道
の
発
達
に
よ
る
田
園
の
都
市
化
の
問
題
を
匂
わ
せ
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
「
僕
は
お
母
さ
ん
に
僕
に
会
い
に
来
て
欲
し
い
ん
だ
」
（
八
八
）
や
「
僕
は
機
械
を
通
さ
ず
に
お
母
さ
ん
に
会
い
た
い
ん
だ
」
（
八
八
）
と
い
う
ク
ー
ノ
ー
の
言
葉
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
問
題
点
を
匂
わ
せ
る
。
ク
ー
ノ
ー
は
「
機
械
が
止
ま
る
」
の
円
形
の
プ
レ
ー
ト
に
浮
か
ぶ
映
像
が
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
人
間
が
物
質
の
と
こ
ろ
に
移
動
す
る
の
で
は
な
く
、
物
質
が
人
間
の
と
こ
ろ
に
移
動
す
る
究
極
の
個
人
生
活
が
こ
の
作
品
で
は
実
現
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
社
会
は
人
間
や
社
会
と
の
人
間
の
直
接
の
接
触
、
つ
ま
り
、
直
接
経
験
を
失
わ
せ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
・
人
間
の
心
は
、
時
に
は
、
話
し
相
手
に
顔
を
合
わ
せ
、
話
さ
な
い
と
、
伝
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
・
直
接
経
験
は
、
直
接
経
験
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
人
間
に
と
っ
て
は
、
話
し
手
の
心
を
聞
き
手
に
直
接
突
き
つ
け
て
き
た
り
、
見
知
ら
ぬ
人
間
と
直
接
会
話
を
し
た
り
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
見
て
き
た
も
の
に
予
想
外
の
驚
嘆
や
失
望
を
感
じ
る
た
め
に
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
不
安
や
恐
怖
を
引
き
起
こ
し
て
い
く
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
が
飛
行
船
を
利
用
し
て
ク
ー
ノ
ー
に
会
い
に
行
く
時
に
感
じ
る
不
安
は
直
接
経
験
へ
の
不
安
に
ほ
か
な
ら
な
い
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
は
直
接
経
験
を
回
避
す
る
間
接
経
験
の
社
会
で
も
あ
る
の
で
あ
る
・
亡
く
な
っ
た
人
間
の
意
志
や
知
識
が
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
イ
ジ
、
フ
ァ
イ
ル
の
中
で
存
在
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
が
死
者
に
も
永
遠
の
生
命
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
・
ク
ー
ノ
ー
は
、
こ
の
作
品
の
終
結
部
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
母
親
の
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
生
命
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
た
く
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
い
う
他
者
の
生
命
に
よ
っ
て
、
自
分
の
生
命
を
感
じ
た
八
い
の
で
あ
る
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
デ
ー
タ
は
生
き
て
い
る
人
間
か
ら
送
信
さ
れ
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
が
人
間
の
自
己
中
心
性
を
助
長
し
て
い
る
こ
と
も
明
白
で
あ
ろ
う
。
「
急
い
で
、
ク
ー
ノ
ー
」
（
八
七
）
と
い
う
ク
ー
ノ
ー
の
通
信
機
器
の
操
作
を
急
が
せ
る
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
言
葉
や
「
時
間
が
な
い
わ
」
（
九
二
と
い
う
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
思
い
は
マ
イ
ペ
ー
ス
の
生
活
を
妨
害
さ
れ
た
く
な
い
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
現
わ
れ
に
さ
え
思
え
る
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
日
常
生
活
は
在
宅
の
ま
ま
の
瞑
想
と
通
信
機
器
を
使
用
し
て
の
知
識
と
情
報
の
受
信
と
送
信
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
は
『
一
九
八
四
年
』
の
中
に
設
定
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
ほ
ど
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
で
は
な
い
。
『
一
九
八
四
年
』
の
中
の
市
民
は
、
常
に
、
映
像
の
受
信
と
送
信
が
可
能
な
不
断
の
テ
レ
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
っ
て
監
視
さ
れ
、
音
声
も
隠
し
マ
イ
ク
に
よ
っ
て
盗
聴
さ
れ
、
ビ
ッ
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
に
指
導
さ
れ
る
全
体
主
義
体
制
の
政
府
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
民
は
、
反
政
府
的
な
思
想
や
言
動
が
露
見
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
す
る
と
、
思
想
警
察
に
逮
捕
さ
れ
、
拷
問
さ
れ
、
処
刑
さ
れ
、
存
在
し
て
い
た
記
録
さ
え
も
抹
消
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
や
『
一
九
八
四
年
』
に
見
ら
れ
る
社
会
主
義
に
よ
る
全
体
主
義
体
制
の
影
は
「
機
械
が
止
ま
る
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
作
品
の
未
来
の
生
活
は
、
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
や
『
一
九
八
四
年
』
の
よ
う
に
、
個
人
の
利
益
よ
り
も
社
会
の
利
益
に
重
点
が
置
か
れ
た
社
会
で
は
な
く
、
ス
ト
ー
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
の
利
益
よ
り
も
個
人
（
９
）
の
利
益
に
重
点
が
置
か
れ
た
社
会
で
あ
り
、
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
や
『
一
九
八
四
年
』
の
よ
う
な
過
酷
な
全
体
主
義
体
制
の
社
会
の
読
者
か
ら
見
れ
ば
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
機
械
が
止
ま
る
」
に
は
、
あ
ま
り
に
も
説
明
不
足
の
事
柄
が
多
く
、
作
品
の
設
定
が
あ
ま
り
に
も
暖
昧
で
あ
る
・
作
品
の
展
開
と
結
末
を
考
察
す
る
前
に
、
問
題
が
あ
る
設
定
を
考
察
し
て
み
2
九
ょ
う
・
技
術
的
な
語
り
手
の
問
題
と
内
容
的
な
人
間
類
型
と
社
会
構
造
の
問
題
を
列
挙
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
最
初
に
、
技
術
的
な
語
り
手
の
問
題
に
注
目
し
て
み
た
い
・
技
術
的
な
語
り
手
の
問
題
は
「
私
」
と
い
う
一
人
称
の
登
場
人
物
と
し
て
登
場
す
る
語
り
手
の
位
置
に
あ
る
・
語
り
手
は
、
何
度
も
命
令
形
を
用
い
て
読
者
に
呼
び
か
け
、
最
初
の
引
用
の
描
写
の
よ
う
に
読
者
に
想
像
力
を
掻
き
立
て
、
読
者
に
作
者
と
同
じ
未
来
の
地
球
を
覗
か
せ
る
・
作
者
が
想
定
し
て
い
る
読
者
は
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
同
時
代
人
で
あ
る
が
、
「
私
」
と
い
う
登
場
人
物
の
語
り
手
は
暖
昧
な
存
在
で
あ
る
。
「
私
」
と
い
う
語
り
手
は
、
こ
の
作
品
の
世
界
の
傍
観
者
で
あ
り
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
が
知
覚
し
た
事
象
や
言
葉
を
読
者
に
伝
え
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
語
り
手
を
作
品
の
外
部
か
ら
作
品
の
世
界
を
語
る
全
知
の
語
り
手
に
設
定
せ
ず
、
こ
の
作
品
の
語
り
手
を
あ
え
て
「
私
」
と
い
う
登
場
人
物
に
設
定
す
る
必
要
性
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
私
」
と
い
う
語
り
手
の
一
人
称
は
読
者
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
次
に
、
内
容
的
な
人
間
類
型
の
問
題
に
注
目
し
て
み
た
い
・
生
活
環
境
の
詳
し
い
描
写
に
対
し
て
、
人
間
類
型
や
社
会
構
造
の
設
定
も
暖
昧
で
あ
る
。
「
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
は
歯
と
髪
が
な
い
こ
と
を
想
像
し
て
も
ら
い
た
い
」
（
九
二
）
と
い
う
語
り
手
の
語
り
に
よ
っ
て
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
と
い
う
未
来
の
人
類
の
外
見
は
読
者
に
伝
え
ら
れ
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
に
与
え
ら
れ
て
い
る
外
見
は
現
在
の
人
類
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
や
『
一
九
八
四
年
』
に
描
か
れ
て
い
る
未
来
の
人
類
は
現
在
の
人
類
と
同
じ
外
見
を
し
て
い
る
が
、
「
タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
」
に
描
か
れ
て
い
る
未
来
の
人
類
、
つ
ま
り
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
陶
器
の
よ
う
に
美
し
い
小
柄
な
エ
ロ
イ
と
白
い
猿
の
よ
う
な
凶
暴
な
食
人
種
の
モ
ー
ロ
ッ
ク
は
現
在
の
人
類
と
は
同
じ
外
見
と
は
言
え
な
い
。
作
者
は
、
未
来
の
人
類
に
現
在
の
人
類
と
同
一
あ
る
い
は
類
似
し
た
外
見
を
必
ず
し
も
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
現
在
の
人
類
と
異
な
る
外
見
に
す
る
場
合
、
何
ら
か
の
必
要
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
未
来
の
人
類
の
外
見
が
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
つ
ま
り
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
は
、
何
故
歯
と
髪
が
な
十
く
、
き
の
こ
の
よ
う
に
白
い
の
か
は
何
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
「
タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
」
に
お
い
て
未
来
の
地
球
に
タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
に
よ
っ
て
時
間
旅
行
を
す
る
時
間
旅
行
者
は
、
エ
ロ
イ
と
モ
ー
ロ
ッ
ク
と
い
う
二
つ
の
種
族
の
外
見
の
理
由
を
エ
ロ
イ
と
モ
ー
ロ
ッ
ク
の
関
係
か
ら
知
り
、
読
者
は
時
間
旅
行
者
の
視
点
か
ら
エ
ロ
イ
と
モ
ー
ロ
ッ
ク
と
い
う
二
つ
の
種
族
の
外
見
を
読
者
に
納
得
さ
せ
る
・
周
知
の
よ
う
に
、
エ
ロ
イ
は
、
モ
ー
ロ
ッ
ク
が
食
料
と
し
て
地
表
で
養
殖
し
て
い
る
人
間
で
あ
り
、
モ
ー
ロ
ッ
ク
に
食
べ
ら
れ
る
人
間
で
あ
る
が
、
モ
ー
ロ
ッ
ク
は
、
地
下
に
住
み
、
エ
ロ
イ
を
食
べ
る
人
間
で
あ
る
・
エ
ロ
イ
が
モ
ー
ロ
ッ
ク
よ
り
も
大
き
く
強
く
凶
暴
な
ら
ば
、
モ
ー
ロ
ッ
ク
は
エ
ロ
イ
を
食
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
．
そ
の
た
め
に
、
エ
ロ
イ
は
モ
ー
ロ
ッ
ク
よ
り
も
小
さ
く
弱
く
お
と
な
し
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
モ
ー
ロ
ッ
ク
の
体
毛
が
白
い
の
は
地
下
に
住
ん
で
い
る
た
め
で
あ
る
。
「
機
械
が
止
ま
る
」
の
地
表
へ
の
逃
亡
者
と
地
下
に
住
む
一
般
市
民
の
構
図
や
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
の
白
い
皮
層
に
は
ウ
ェ
ル
ズ
の
影
響
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
ウ
ェ
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ル
ズ
の
作
品
に
よ
っ
て
「
機
械
が
止
ま
る
」
の
人
間
類
型
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
（
、
）
ノ
ー
を
人
工
の
子
宮
の
中
の
胎
児
と
し
て
捉
え
た
解
釈
も
あ
る
が
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
考
え
れ
ば
、
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
読
者
に
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
を
蜂
の
巣
の
穴
の
中
の
幼
虫
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
捉
え
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
・
子
宮
の
中
の
胎
児
あ
る
い
は
蜂
の
巣
の
穴
の
中
の
幼
虫
の
ど
ち
ら
に
し
て
も
自
立
性
の
欠
如
し
た
存
在
の
イ
メ
ー
ジ
を
読
者
に
与
え
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
の
外
見
は
様
々
な
解
釈
を
可
能
に
す
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
説
明
不
足
で
は
こ
の
よ
う
な
外
見
に
設
定
さ
れ
て
い
る
理
由
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
最
後
に
、
内
容
的
な
社
会
構
造
に
注
目
し
て
み
た
い
・
社
会
構
造
の
問
題
は
多
数
あ
る
の
で
問
題
別
に
順
次
指
摘
し
て
い
く
。
第
一
に
、
居
住
空
間
を
見
て
み
よ
う
・
次
の
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
の
会
話
は
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
の
居
住
空
間
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
十
一
人
間
は
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
、
地
上
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
地
下
で
生
活
し
て
い
る
の
で
あ
る
・
人
間
が
そ
れ
ぞ
れ
蜂
の
巣
の
穴
を
連
想
さ
せ
る
面
積
、
形
状
、
設
備
の
同
じ
部
屋
で
生
活
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
人
間
の
居
住
空
間
は
地
下
に
作
ら
れ
た
蜂
の
巣
、
あ
る
い
は
、
蟻
の
巣
の
よ
う
な
巨
大
な
集
合
住
宅
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
「
タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
」
は
、
人
間
を
地
上
に
住
む
エ
ロ
イ
と
地
下
に
住
む
モ
ー
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
は
い
る
「
お
母
さ
ん
、
地
表
に
行
く
の
が
ど
ん
な
に
良
く
な
い
か
を
説
明
す
る
た
め
だ
け
に
で
も
、
来
て
よ
」
「
良
く
な
い
こ
と
は
な
い
わ
」
と
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
抑
え
て
、
返
事
を
し
た
。
「
で
も
、
良
い
こ
と
は
な
い
わ
ね
。
地
表
は
俟
と
泥
し
か
な
い
わ
・
生
物
は
地
表
に
は
い
な
い
の
よ
・
そ
れ
に
、
人
工
呼
吸
装
置
が
必
要
ね
・
そ
れ
が
な
い
と
、
ク
ー
ノ
ー
は
冷
た
い
外
気
に
当
た
っ
て
死
ん
じ
ゃ
う
か
ら
れ
・
人
間
は
外
気
に
当
た
っ
た
ら
即
死
よ
」
（
八
九
）
が
、
地
上
を
人
間
の
住
め
な
い
場
所
に
は
し
て
い
な
い
。
「
機
械
が
止
ま
る
」
よ
り
後
に
発
表
さ
れ
た
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
や
『
一
九
八
四
年
』
の
人
間
は
、
地
表
に
住
み
、
地
下
に
は
住
ん
で
い
な
い
。
「
機
械
が
止
ま
る
」
は
地
表
が
核
戦
争
や
大
気
汚
染
で
住
め
な
く
な
る
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
設
定
を
先
取
り
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
人
間
が
地
上
に
住
め
な
く
な
っ
た
理
由
は
、
説
明
さ
れ
て
い
な
く
、
説
明
不
足
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
上
と
地
下
こ
そ
が
、
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
対
置
さ
れ
て
い
る
場
所
で
（
皿
）
あ
り
、
対
照
的
な
属
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
、
機
械
を
利
用
し
た
仮
想
経
験
の
世
界
に
生
き
て
い
た
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
は
地
上
に
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
械
を
利
用
し
な
い
直
接
経
験
の
世
界
を
経
験
す
る
の
で
あ
る
・
機
械
を
利
用
し
た
仮
想
経
験
の
世
界
の
価
値
観
と
機
械
を
利
用
し
な
い
直
接
経
験
の
世
界
の
価
値
観
が
こ
の
作
品
で
は
衝
突
す
る
。
第
二
に
、
社
会
組
織
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
作
品
は
、
国
家
、
人
種
、
民
族
、
言
語
と
い
う
概
念
は
登
場
し
な
い
・
国
家
は
、
す
で
に
十
二
存
在
せ
ず
、
地
球
全
体
が
一
つ
の
国
家
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
・
人
種
、
民
族
、
言
語
も
統
一
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
・
こ
れ
ら
は
、
話
題
に
出
て
こ
な
い
か
ら
、
存
在
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
と
大
ま
か
に
考
え
る
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
未
来
の
生
活
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
つ
か
ど
う
か
は
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
・
階
級
が
統
一
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
と
い
う
点
は
疑
問
を
残
す
・
人
間
は
す
べ
て
地
下
の
蜂
の
巣
の
穴
を
連
想
さ
せ
る
面
積
、
形
状
、
設
備
の
同
じ
部
屋
で
生
活
し
て
い
る
よ
う
に
こ
の
作
品
に
は
語
ら
れ
て
い
る
が
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
や
ク
ー
ノ
ー
と
は
異
な
り
、
来
る
日
も
来
る
日
も
地
表
の
上
空
を
飛
ぶ
飛
行
船
で
直
接
経
験
に
よ
る
仕
事
を
し
て
い
る
飛
行
船
の
乗
客
係
と
い
う
人
間
が
登
場
す
る
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
は
、
瞑
想
と
通
信
の
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
何
の
労
働
も
し
て
い
な
い
・
一
方
、
飛
行
船
の
乗
客
係
は
明
白
な
労
働
者
で
あ
る
・
す
べ
て
の
人
間
が
機
械
を
通
し
た
仮
想
経
験
の
世
界
に
生
き
て
い
る
社
会
を
描
こ
う
と
し
た
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
機
械
を
通
し
た
仮
想
経
験
の
世
界
に
生
き
て
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
い
な
い
登
場
人
物
を
登
場
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
作
品
の
中
の
社
会
組
織
に
矛
盾
を
持
た
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
公
共
の
保
育
園
の
職
員
や
人
工
果
物
の
生
産
業
者
の
存
在
は
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
の
よ
う
な
瞑
想
と
通
信
の
在
宅
生
活
に
明
け
暮
れ
る
市
民
を
支
え
る
下
層
の
労
働
者
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
し
ま
う
。
こ
の
作
品
の
無
階
級
社
会
の
幻
想
は
こ
の
点
で
崩
壊
し
て
い
る
。
更
に
、
こ
の
作
品
の
無
階
級
社
会
の
幻
想
を
崩
壊
さ
せ
る
の
は
こ
の
作
品
に
お
け
る
神
で
あ
る
機
械
の
存
在
で
あ
る
・
次
の
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
の
会
話
を
見
て
も
ら
い
た
い
。
「
お
黙
り
」
と
ク
ー
ノ
ー
の
母
親
は
、
な
ん
と
な
く
衝
撃
を
受
け
て
、
言
っ
た
。
「
機
械
を
悪
く
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
「
何
故
い
け
な
い
の
」
「
い
け
な
い
の
よ
」
「
お
母
さ
ん
は
神
様
が
機
械
を
作
っ
た
み
た
い
に
話
す
ね
」
と
相
手
は
大
き
な
声
で
言
っ
た
。
「
お
母
さ
ん
は
、
落
ち
込
む
十
機
械
の
全
能
を
信
じ
る
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
機
械
の
全
能
を
疑
う
ク
ー
ノ
ー
の
会
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
部
屋
の
機
械
の
操
作
説
明
書
で
あ
る
『
機
械
の
書
』
が
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
部
屋
の
唯
一
の
書
籍
で
あ
り
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
『
機
械
の
書
』
を
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
崇
め
、
『
機
械
の
書
』
を
撫
で
て
心
を
落
ち
着
か
せ
る
の
で
あ
る
・
機
械
が
神
に
替
わ
り
、
『
機
械
の
害
』
が
キ
リ
ス
ト
教
の
『
聖
書
』
や
イ
ス
ラ
ム
教
の
『
コ
ー
ラ
ン
』
の
よ
う
な
聖
典
に
替
わ
っ
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
『
機
械
の
書
』
を
出
版
し
て
い
る
中
央
委
員
会
と
は
何
者
な
の
で
あ
ろ
う
か
・
中
央
委
員
会
は
、
『
一
九
八
四
年
』
の
ビ
ッ
グ
・
プ
ラ
ザ
ー
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
人
間
と
し
て
作
品
に
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
『
機
械
の
書
』
に
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
に
行
動
す
る
。
『
機
械
の
書
』
が
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
の
よ
う
な
こ
の
作
品
の
中
間
層
の
市
民
の
心
を
支
配
し
て
い
る
と
す
れ
と
、
機
械
に
お
祈
り
す
る
ん
だ
ろ
う
・
人
間
が
機
械
を
作
っ
た
ん
だ
・
そ
れ
を
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
。
・
・
・
」
（
八
八
）
ぱ
、
『
機
械
の
書
』
で
中
間
層
の
市
民
を
精
神
的
に
支
配
す
る
中
央
委
員
会
こ
そ
が
社
会
上
層
を
形
成
す
る
支
配
者
で
あ
る
。
『
機
械
の
書
』
に
よ
っ
て
中
間
層
の
市
民
を
支
配
す
る
中
央
委
員
会
と
い
う
上
層
の
支
配
者
、
中
央
委
員
会
の
『
機
械
の
書
』
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
仮
想
経
験
の
中
に
生
き
て
労
働
を
し
な
い
一
般
の
市
民
、
上
層
の
支
配
者
と
中
間
層
の
市
民
を
直
接
経
験
の
労
働
で
支
え
る
下
層
の
労
働
者
が
「
機
械
が
止
ま
る
」
の
中
に
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
、
未
来
の
生
活
を
無
階
級
社
会
に
し
よ
う
と
試
み
な
が
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
作
品
の
中
の
世
界
に
階
級
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
・
階
級
社
会
は
こ
の
作
品
の
後
に
発
表
さ
れ
た
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
や
『
一
九
八
四
年
』
に
お
い
て
は
厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
は
、
世
界
総
統
の
支
配
す
る
世
界
統
一
国
家
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
人
工
孵
化
・
条
件
反
射
育
成
所
の
ガ
ラ
ス
容
器
は
、
人
工
授
精
し
た
卵
子
に
酸
素
を
決
め
ら
れ
た
と
お
り
に
供
給
し
、
ア
ル
フ
ァ
、
ベ
ー
タ
、
ガ
ン
マ
、
デ
ル
タ
、
エ
プ
シ
ロ
ン
の
各
階
級
の
人
間
を
作
り
出
し
、
各
階
級
の
人
間
に
定
め
ら
十
四
れ
た
労
働
で
社
会
を
維
持
す
る
。
『
一
九
八
四
年
』
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
イ
ー
ス
タ
シ
ア
の
三
国
の
均
衡
状
態
の
世
界
を
想
定
し
、
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
ビ
ッ
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
と
し
て
社
会
を
支
配
す
る
局
内
員
、
全
体
主
義
体
制
で
の
絶
対
服
従
を
強
い
ら
れ
る
局
外
員
、
絶
対
服
従
の
労
働
を
強
い
ら
れ
る
社
会
の
下
層
を
形
成
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
三
層
構
造
の
社
会
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
階
級
問
題
を
作
品
の
中
で
扱
い
な
が
ら
も
、
中
産
階
級
の
登
場
人
物
し
か
描
い
て
い
な
い
作
品
も
多
く
、
上
流
階
級
と
労
働
者
階
級
の
登
場
人
物
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
長
編
小
説
は
『
モ
ー
リ
ス
』
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
を
未
来
の
社
会
の
中
産
階
級
の
人
間
と
し
て
設
定
し
て
い
る
よ
う
に
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
「
機
械
が
止
ま
る
」
の
未
来
の
生
活
に
お
け
る
社
会
組
織
、
特
に
、
階
級
は
暖
昧
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
お
け
る
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
以
外
の
人
間
の
機
械
に
対
す
る
意
識
は
民
衆
の
声
と
し
て
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
作
品
の
中
産
階
級
の
人
間
は
、
機
械
が
与
え
て
く
れ
る
恩
恵
に
安
住
し
、
機
械
が
創
造
し
た
世
界
を
永
遠
と
信
じ
、
機
械
に
逆
ら
わ
ず
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
・
こ
の
作
「
機
械
は
私
た
ち
に
食
料
、
衣
類
、
住
居
を
与
え
て
く
れ
る
。
私
た
ち
は
、
機
械
を
通
し
て
互
い
に
話
し
、
機
械
を
通
し
て
互
い
の
姿
を
見
て
、
機
械
の
中
に
存
在
し
て
い
る
。
機
械
は
、
着
想
の
友
人
と
な
り
、
迷
信
の
敵
に
な
る
・
機
械
は
、
全
能
で
あ
り
、
永
遠
で
あ
り
、
祝
福
さ
れ
て
い
る
」
と
民
衆
は
叫
ぶ
。
そ
し
て
、
ま
も
な
く
、
こ
の
公
式
演
説
は
『
機
械
の
書
』
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
印
刷
さ
れ
た
。
や
が
て
、
こ
の
慣
例
は
以
後
の
版
で
は
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
の
祈
祷
と
賛
辞
に
高
め
ら
れ
た
。
「
宗
教
」
と
い
う
言
葉
は
慎
重
に
排
除
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
機
械
は
理
論
上
ま
だ
人
間
の
作
り
出
し
た
道
具
だ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
少
数
の
反
動
主
義
者
を
除
き
、
誰
も
が
機
械
を
神
と
し
て
崇
拝
し
た
・
二
一
○
‐
一
一
二
十
五
品
に
お
い
て
は
、
機
械
が
神
な
の
で
あ
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
こ
の
よ
う
な
機
械
を
神
と
考
え
る
宗
教
を
盲
信
す
る
人
間
の
代
表
で
あ
り
、
ク
ー
ノ
ー
は
こ
の
よ
う
な
機
械
を
神
と
考
え
る
宗
教
に
反
逆
す
る
人
間
の
代
表
で
あ
る
。
ク
ー
ノ
ー
が
拘
る
星
座
を
（
皿
）
異
神
の
暗
示
と
捉
え
て
い
る
解
釈
も
あ
り
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
機
械
へ
の
信
仰
と
ク
ー
ノ
ー
の
機
械
へ
の
不
信
は
衝
突
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
未
来
の
宗
教
は
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
の
対
立
す
る
価
値
観
も
衝
突
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
家
族
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
作
品
の
未
来
の
生
活
は
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
生
き
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
と
は
大
き
く
異
な
る
世
界
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
母
親
と
息
子
の
親
子
関
係
は
存
続
し
て
い
る
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
父
親
不
在
の
家
庭
や
両
親
不
在
の
家
庭
を
作
品
の
設
定
と
す
る
こ
と
を
得
意
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
も
母
親
と
息
子
の
親
子
関
係
を
強
調
し
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
ク
ー
ノ
ー
と
の
親
子
関
係
を
回
想
し
、
『
機
械
の
書
』
に
書
か
れ
て
い
る
両
親
の
義
務
を
思
い
出
す
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
母
親
の
義
務
を
す
で
に
果
た
し
て
い
る
。
ク
ー
ノ
ー
の
父
親
も
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
作
品
に
は
登
場
し
な
い
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
『
機
械
の
害
』
に
書
か
れ
て
い
る
し
か
し
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
新
生
児
の
ク
ー
ノ
ー
、
ク
ー
ノ
ー
の
誕
生
、
公
共
の
保
育
園
へ
の
ク
ー
ノ
ー
の
移
動
、
公
共
の
保
育
園
に
一
度
だ
け
ク
ー
ノ
ー
に
会
い
に
行
っ
た
こ
と
、
ク
ー
ノ
ー
が
何
度
も
会
い
に
来
て
く
れ
た
こ
と
、
機
械
が
ク
ー
ノ
ー
に
地
球
の
反
対
側
の
部
屋
を
割
り
当
て
た
時
に
終
わ
っ
た
ク
ー
ノ
ー
の
訪
問
を
思
い
出
し
た
。
『
機
械
の
害
』
に
よ
る
と
、
「
両
親
の
義
務
は
誕
生
の
瞬
間
に
終
わ
る
・
四
二
二
三
二
七
四
八
三
ペ
ー
ジ
」
そ
の
と
お
り
な
の
だ
が
、
ク
ー
ノ
ー
に
は
特
別
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
・
実
際
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
子
供
た
ち
に
は
悉
く
特
別
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
・
だ
か
ら
、
結
局
、
ク
ー
ノ
ー
が
望
む
な
ら
ば
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
旅
に
勇
敢
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
（
九
三
）
十
六
義
務
以
上
の
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
・
こ
れ
ほ
ど
強
固
な
親
子
関
係
は
「
タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
」
は
も
ち
ろ
ん
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
や
『
一
九
八
四
年
』
に
も
描
か
れ
て
い
な
い
・
ク
ー
ノ
ー
が
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
求
め
て
い
る
こ
と
は
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
機
械
を
利
用
せ
ず
に
話
し
、
地
表
に
行
く
こ
と
を
相
談
す
る
こ
と
で
あ
る
。
地
球
の
反
対
側
へ
飛
行
機
で
移
動
す
る
こ
と
は
、
経
済
的
な
事
情
さ
え
許
せ
ば
、
現
在
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
と
っ
て
は
、
機
械
に
守
ら
れ
た
蜂
の
巣
の
穴
の
よ
う
な
住
居
の
外
へ
出
る
こ
と
が
冒
険
な
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
を
地
球
の
反
対
側
に
住
む
ク
ー
ノ
ー
に
会
い
に
行
か
せ
る
感
情
に
母
親
の
愛
情
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
作
品
の
家
族
関
係
に
は
矛
盾
や
説
明
不
足
の
部
分
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
家
族
関
係
は
価
値
観
を
衝
突
さ
せ
る
母
親
と
息
子
の
強
い
愛
情
を
描
き
出
し
て
い
る
。
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
3
次
に
作
品
の
展
開
を
考
察
し
て
み
よ
う
・
展
開
は
第
一
部
の
「
飛
行
船
」
の
途
中
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
・
展
開
は
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
地
球
の
反
対
側
に
住
む
ク
ー
ノ
ー
の
部
屋
へ
の
往
復
の
旅
と
ク
ー
ノ
ー
が
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
話
す
地
表
へ
の
違
法
な
外
出
で
あ
る
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
ク
ー
ノ
ー
の
部
屋
へ
向
か
う
旅
に
よ
っ
て
直
接
経
験
と
い
う
未
知
の
出
来
事
を
経
験
す
る
・
次
の
よ
う
に
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
旅
は
始
ま
る
。
そ
れ
で
は
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
意
気
揚
々
と
旅
に
出
発
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
直
接
経
験
の
恐
怖
に
襲
わ
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
ま
も
な
く
、
椅
子
を
壁
に
向
け
、
不
慣
れ
な
ボ
タ
ン
を
押
し
た
・
壁
は
ゆ
っ
く
り
開
い
た
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
開
い
た
壁
か
ら
、
か
す
か
に
曲
が
り
、
先
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
を
見
た
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
自
分
の
息
子
に
会
い
に
行
く
つ
も
り
な
ら
ば
、
こ
こ
が
旅
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
（
九
二
）
十
七
れ
た
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
部
屋
の
中
へ
後
退
し
た
。
す
る
と
、
壁
は
再
び
閉
じ
た
」
（
九
二
）
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
が
そ
の
時
に
感
じ
た
も
の
は
未
知
の
出
来
事
に
対
す
る
恐
怖
に
ほ
か
な
ら
な
い
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
異
文
化
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
自
分
を
高
め
ら
れ
る
人
間
で
は
な
く
、
異
文
化
に
恐
怖
を
感
じ
、
既
存
の
価
値
観
の
世
界
に
後
退
し
て
し
ま
う
人
間
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
直
接
経
験
の
恐
怖
を
乗
り
越
え
さ
せ
た
も
の
は
息
子
に
対
す
る
愛
情
で
あ
る
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
壁
を
再
び
開
け
、
壁
の
外
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
か
ら
地
下
鉄
に
乗
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
地
表
へ
の
出
入
口
の
穴
の
底
に
あ
る
飛
行
船
の
乗
降
場
に
向
か
う
。
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
想
像
し
た
未
来
の
生
活
の
交
通
機
関
は
ほ
ぼ
実
現
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い
。
た
だ
し
、
飛
行
船
が
航
空
交
通
の
主
流
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
し
か
し
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
外
気
に
さ
ら
さ
れ
て
汚
れ
た
飛
行
船
の
巨
大
な
側
面
を
見
る
と
、
直
接
経
験
の
恐
怖
が
戻
っ
て
き
た
・
実
際
の
飛
行
船
は
映
写
ス
ク
リ
ー
ン
の
飛
行
船
と
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
か
つ
た
」
（
九
四
）
と
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
飛
行
船
を
見
た
時
に
再
び
直
接
経
験
の
恐
怖
に
襲
わ
れ
る
・
仮
想
経
験
が
直
接
経
験
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
一
つ
に
は
、
飛
行
船
は
、
臭
い
が
し
、
強
く
な
く
、
不
快
で
は
な
か
っ
た
が
、
本
当
に
臭
い
が
し
た
・
そ
し
て
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
眼
を
閉
じ
て
も
、
新
し
い
も
の
が
近
く
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
だ
ろ
う
」
（
九
四
）
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
直
接
経
験
に
よ
っ
て
飛
行
船
の
臭
い
を
嗅
ぐ
の
で
あ
る
・
現
在
に
お
い
て
も
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
テ
レ
ビ
の
モ
ニ
タ
ー
で
匂
い
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
芳
香
も
悪
臭
も
直
接
経
験
で
な
い
と
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
予
想
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
が
蜂
の
巣
の
穴
の
よ
う
な
住
居
で
経
験
す
る
仮
想
経
験
は
知
覚
と
聴
覚
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
嗅
覚
と
触
覚
に
作
用
す
る
経
験
は
直
接
経
験
が
必
要
な
の
で
あ
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
旅
に
お
け
る
直
接
経
験
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
飛
行
船
の
乗
客
係
に
身
体
を
触
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
・
次
の
よ
う
十
八
場
面
は
語
ら
れ
る
。
に
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
が
飛
行
船
の
乗
客
係
に
身
体
を
触
ら
れ
る
で
、
廃
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
（
九
六
’
九
七
）
世
界
中
の
人
間
が
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
飛
行
船
の
乗
客
係
は
、
恐
ら
く
例
外
的
な
業
務
の
た
め
、
少
し
違
っ
て
い
た
・
飛
行
船
の
乗
客
係
は
し
ば
し
ば
直
接
の
言
葉
で
乗
客
に
話
し
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
・
だ
か
ら
、
飛
行
船
の
乗
客
係
は
こ
の
た
め
に
態
度
が
い
く
ら
か
乱
暴
で
変
わ
っ
て
い
た
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
が
大
き
な
声
を
あ
げ
て
日
差
し
か
ら
顔
を
背
け
た
時
、
飛
行
船
の
乗
客
係
は
野
蛮
な
行
動
を
し
た
・
飛
行
船
の
乗
客
係
は
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
を
支
え
よ
う
と
し
て
手
を
差
し
伸
べ
た
。
「
失
礼
ね
」
と
乗
客
は
大
き
な
声
で
言
っ
た
。
「
身
の
程
を
わ
き
ま
え
な
さ
い
」
そ
の
女
は
、
困
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
乗
客
を
倒
れ
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
詫
び
た
・
人
間
は
決
し
て
互
い
に
身
体
を
触
れ
合
わ
な
か
っ
た
・
身
体
を
触
れ
合
う
慣
習
は
、
機
械
の
せ
い
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
当
時
の
読
者
が
わ
ざ
と
奇
妙
に
思
え
る
よ
う
に
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
・
肉
体
の
接
触
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
飛
行
船
の
乗
客
係
に
よ
っ
て
接
触
と
い
う
直
接
経
験
を
す
る
が
、
そ
の
直
接
経
験
は
、
飛
行
船
の
臭
い
と
は
異
な
り
、
不
快
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
旅
は
直
接
経
験
の
恐
怖
と
の
苦
闘
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
、
例
外
的
な
業
務
の
た
め
の
飛
行
船
の
乗
客
係
と
い
う
登
場
人
物
を
こ
の
作
品
に
登
場
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
来
の
人
類
を
す
べ
て
蜂
の
巣
の
穴
の
中
の
幼
虫
の
よ
う
な
人
間
、
つ
ま
り
、
機
械
を
利
用
し
た
仮
想
経
験
の
み
の
世
界
に
住
む
人
間
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
階
級
差
別
と
も
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
の
差
異
を
作
り
出
し
、
未
来
の
生
活
の
姿
を
弱
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
発
表
時
の
読
者
は
ス
マ
ト
ラ
島
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
、
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
、
エ
ー
ゲ
海
を
上
空
か
ら
優
雅
に
見
下
十
九
ろ
し
な
が
ら
飛
ぶ
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
飛
行
船
の
旅
に
未
来
の
生
活
の
夢
を
託
し
た
に
違
い
な
い
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
こ
の
よ
う
に
し
て
ク
ー
ノ
ー
の
部
屋
に
到
着
す
る
が
、
ク
ー
ノ
ー
が
第
二
部
の
「
修
理
装
置
」
に
お
い
て
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
話
す
直
接
経
験
は
、
機
械
が
支
配
す
る
世
界
か
ら
の
脱
出
を
図
っ
た
ク
ー
ノ
ー
の
体
験
談
で
あ
り
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
を
驚
悟
さ
せ
る
・
ク
ー
ノ
ー
は
機
械
か
ら
外
出
許
可
を
も
ら
わ
ず
、
人
工
呼
吸
装
置
、
衛
生
服
、
栄
養
剤
を
持
ち
、
こ
の
地
下
世
界
が
築
か
れ
た
時
に
建
設
の
工
事
人
夫
が
使
用
し
た
換
気
用
の
縦
穴
を
登
っ
て
地
表
に
出
て
し
ま
い
、
長
く
て
白
い
虫
の
よ
う
な
修
理
装
置
に
絡
み
取
ら
れ
、
自
分
の
部
屋
に
連
れ
戻
さ
れ
た
の
で
あ
る
・
ク
ー
ノ
ー
は
機
械
が
支
配
す
る
世
界
か
ら
の
脱
出
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
・
ク
ー
ノ
ー
の
試
み
は
こ
の
作
品
を
人
間
と
場
所
の
関
係
の
問
題
に
向
け
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ク
ー
ノ
ー
は
空
間
の
感
覚
を
取
り
戻
す
こ
と
か
ら
機
械
に
反
逆
す
る
か
ら
で
あ
る
・
ク
ー
ノ
ー
は
自
分
の
部
屋
の
外
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
目
的
地
へ
自
分
の
足
で
歩
く
時
間
で
遠
近
感
を
取
り
戻
す
。
そ
し
て
、
ク
ー
ノ
ー
は
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
「
人
間
が
尺
度
で
あ
る
」
（
一
○
○
）
と
い
う
教
訓
に
辿
り
着
い
た
こ
と
を
話
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ク
ー
ノ
ー
は
こ
の
時
点
で
は
機
械
が
支
配
す
る
世
界
か
ら
の
脱
出
を
図
っ
て
は
い
な
い
・
こ
れ
は
、
誰
に
で
も
許
さ
れ
る
散
歩
で
あ
り
、
ク
ー
ノ
ー
に
と
っ
て
も
準
備
運
動
に
過
ぎ
な
い
。
機
械
が
支
配
す
る
世
界
か
ら
の
脱
出
を
図
っ
た
ク
ー
ノ
ー
の
最
初
の
場
面
の
体
験
談
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
次
の
よ
う
に
、
ク
ー
ノ
ー
は
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
地
下
鉄
の
タ
イ
ル
の
隙
間
か
ら
機
械
が
支
配
す
る
世
界
か
ら
の
脱
出
を
し
た
こ
と
を
話
す
。
「
ト
ン
ネ
ル
は
も
ち
ろ
ん
明
る
か
っ
た
・
す
べ
て
が
、
明
る
く
、
人
工
的
に
明
る
い
・
暗
闇
は
例
外
で
あ
る
・
だ
か
ら
、
僕
は
、
タ
イ
ル
に
黒
い
隙
間
を
見
つ
け
た
時
、
こ
れ
は
例
外
だ
と
わ
か
り
、
喜
ん
だ
・
僕
は
腕
を
入
れ
た
・
僕
は
最
初
そ
れ
以
上
入
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
僕
は
無
我
夢
中
に
な
っ
て
腕
を
ぐ
る
ぐ
る
回
し
た
・
僕
は
、
別
の
タ
イ
ル
を
ゆ
る
め
、
頭
を
入
れ
、
二
○
ク
ー
ノ
ー
は
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
は
異
な
り
、
異
文
化
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
自
分
を
高
め
ら
れ
る
人
間
で
あ
り
、
異
文
化
に
恐
怖
を
感
じ
ず
、
既
存
の
価
値
観
の
世
界
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ク
ー
ノ
ー
を
励
ま
し
て
く
れ
る
も
の
は
そ
の
場
所
に
宿
る
「
土
地
の
霊
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ク
ー
ノ
ー
は
「
土
地
の
霊
」
に
励
ま
さ
れ
て
地
表
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
ク
ー
ノ
ー
の
行
動
は
、
機
械
を
神
と
考
え
る
宗
教
に
対
す
る
反
逆
で
あ
り
、
機
械
が
支
配
す
る
世
界
か
ら
の
脱
出
で
あ
る
・
機
械
が
支
配
す
る
世
界
の
外
部
の
世
界
に
お
い
て
、
ク
ー
『
行
く
ぞ
・
こ
れ
か
ら
や
っ
て
や
る
ぞ
』
と
暗
闇
の
中
へ
叫
ん
だ
。
す
る
と
、
僕
の
声
が
果
て
し
な
い
穴
の
中
に
響
き
渡
っ
た
・
僕
は
毎
晩
星
明
り
と
妻
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
た
今
は
亡
ぎ
工
事
人
夫
や
地
表
で
生
活
し
て
き
た
幾
世
代
に
も
わ
た
る
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
霊
魂
が
『
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
れ
る
ん
だ
な
。
来
て
く
れ
よ
』
と
僕
に
言
い
返
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
え
た
」
（
一
○
二
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ノ
ー
の
視
覚
を
支
配
し
た
も
の
は
暗
闇
で
あ
り
、
ク
ー
ノ
ー
の
聴
覚
を
支
配
し
た
も
の
は
沈
黙
で
あ
る
。
光
と
音
は
機
械
が
支
配
す
る
世
界
を
暗
示
し
て
い
る
な
ら
ば
、
暗
闇
と
沈
黙
こ
そ
が
機
械
が
支
配
す
る
世
界
の
外
部
の
世
界
を
暗
示
し
て
い
る
。
ク
ー
ノ
ー
は
、
直
接
経
験
を
経
験
す
る
ど
こ
ろ
か
、
暗
闇
と
沈
黙
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
・
機
械
が
支
配
す
る
世
界
か
ら
の
脱
出
を
図
っ
た
ク
ー
ノ
ー
の
最
後
の
場
面
の
体
験
談
に
注
目
し
て
み
よ
う
・
次
の
よ
う
に
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
話
す
ク
ー
ノ
ー
の
体
験
談
は
地
表
で
の
人
間
の
目
撃
に
よ
っ
て
終
わ
る
。
「
何
を
見
た
の
」
「
だ
っ
て
、
僕
は
黄
昏
の
中
に
そ
の
娘
を
見
た
ん
だ
・
だ
っ
て
、
僕
が
呼
ん
だ
時
、
そ
の
娘
は
僕
を
助
け
に
来
て
く
れ
た
ん
だ
・
だ
っ
て
、
そ
の
娘
も
、
虫
に
絡
ま
れ
て
、
僕
よ
り
も
幸
運
な
こ
と
に
、
虫
の
一
匹
に
喉
を
食
い
破
ら
れ
て
死
ん
だ
ん
だ
」
ク
ー
ノ
ー
は
狂
っ
て
い
た
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
出
て
行
き
、
ト
ラ
ブ
ル
は
続
い
た
が
、
ク
ー
ノ
ー
の
顔
を
決
し
て
再
び
一
一
一
ク
ー
ノ
ー
は
、
機
械
が
支
配
す
る
世
界
の
外
部
の
世
界
を
経
験
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
機
械
が
支
配
す
る
世
界
の
外
部
の
世
界
の
人
間
の
存
在
を
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
話
し
た
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
読
者
に
信
じ
込
ま
さ
れ
て
い
た
未
来
の
社
会
構
造
は
崩
壊
し
て
い
く
。
機
械
が
支
配
す
る
世
界
が
す
べ
て
で
あ
る
と
盲
信
し
て
い
る
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
は
機
械
が
支
配
す
る
世
界
の
外
部
の
世
界
の
人
間
の
存
在
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
こ
の
よ
う
な
ク
ー
ノ
ー
を
発
狂
し
て
い
る
と
判
断
す
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
ク
ー
ノ
ー
が
死
刑
を
意
味
す
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
刑
罰
、
つ
ま
り
、
蜂
の
巣
の
穴
の
よ
う
な
住
居
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
刑
罰
を
中
央
委
員
会
か
ら
受
け
て
も
や
む
を
え
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
ク
ー
ノ
ー
に
対
す
る
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
愛
情
を
打
ち
負
か
し
て
い
る
も
の
は
機
械
に
対
す
る
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
忠
誠
で
あ
る
・
機
械
が
支
配
す
る
世
界
の
外
部
の
世
界
と
人
間
の
存
在
を
信
じ
る
ク
ー
ノ
ー
は
、
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
（
一
○
八
）
最
後
に
作
品
の
結
末
を
考
察
し
て
み
よ
う
・
結
末
は
第
三
部
の
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
の
冒
頭
か
ら
始
ま
る
・
ク
ー
ノ
ー
が
事
件
を
起
こ
し
て
か
ら
数
年
後
の
機
械
崇
拝
が
も
っ
と
進
ん
だ
時
代
が
作
品
の
舞
台
に
設
定
さ
れ
て
い
る
・
機
械
が
支
配
す
る
世
界
の
終
焉
は
機
械
の
故
障
か
ら
始
ま
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
あ
る
日
「
機
械
が
止
ま
り
か
け
て
い
る
。
僕
に
は
わ
か
る
・
僕
に
は
兆
候
が
わ
か
る
ん
だ
」
（
一
二
一
）
と
い
う
ク
ー
ノ
ー
か
ら
の
言
葉
を
受
信
す
る
。
機
械
崇
拝
は
増
強
し
て
い
く
の
に
、
機
械
の
性
能
は
下
落
し
て
い
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
そ
の
時
す
で
に
、
音
楽
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
、
機
械
の
故
障
に
困
惑
し
て
い
る
の
で
あ
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
中
央
委
員
会
の
下
部
組
織
で
あ
る
修
理
装
置
委
員
会
に
苦
情
を
申
し
立
て
る
が
、
機
械
の
故
障
は
修
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
と
っ
て
も
、
追
放
す
べ
き
狂
人
で
あ
り
、
処
刑
す
べ
き
犯
罪
者
な
の
で
あ
る
。
4
一
一
一
一
理
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
・
人
間
が
機
械
を
作
り
出
し
た
の
に
、
人
間
は
機
械
を
修
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
・
次
の
よ
う
に
、
機
械
が
故
障
し
始
め
た
時
の
人
間
の
姿
は
語
ら
れ
る
。時
が
過
ぎ
た
。
す
る
と
、
人
間
は
機
械
の
欠
陥
に
も
は
や
腹
を
た
て
な
く
な
っ
た
・
機
械
の
欠
陥
は
修
理
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
人
間
の
神
経
組
織
は
、
と
て
も
追
従
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
人
間
は
機
械
に
起
こ
る
あ
ら
ゆ
る
不
測
の
事
態
に
容
易
に
順
応
し
た
。
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
ブ
リ
ス
ベ
イ
ン
派
の
交
響
曲
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
溜
息
の
よ
う
な
音
に
も
は
や
い
ら
い
ら
し
な
か
っ
た
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
そ
の
溜
息
の
よ
う
な
音
を
旋
律
の
一
部
と
し
て
受
け
入
れ
た
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
友
人
は
、
頭
の
中
で
あ
ろ
う
と
壁
の
中
で
あ
ろ
う
と
、
軋
む
よ
う
な
音
に
も
は
や
腹
を
立
て
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
徽
臭
い
人
工
果
物
に
対
し
て
も
、
悪
臭
を
放
ち
始
め
た
浴
槽
の
水
に
対
し
て
も
、
詩
の
機
械
が
発
し
が
ち
な
脚
韻
の
誤
り
に
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
機
械
を
修
理
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
は
機
械
が
支
配
す
る
世
界
に
お
い
て
は
あ
ま
り
に
も
無
力
で
あ
る
。
機
械
が
止
ま
る
こ
と
は
機
械
が
支
配
す
る
世
界
の
滅
亡
を
意
味
す
る
こ
と
は
誰
に
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
機
械
が
支
配
す
る
世
界
の
住
人
の
愚
か
で
哀
れ
な
点
は
、
誰
も
機
械
の
修
理
に
取
り
組
ま
ず
、
故
障
し
た
機
械
の
世
界
に
迎
合
し
て
生
き
て
い
る
点
で
あ
る
。
直
接
経
験
の
喪
失
が
人
間
の
実
行
力
を
奪
っ
て
い
る
の
で
あ
る
・
神
と
化
し
た
機
械
へ
の
忠
誠
が
人
間
に
故
障
し
た
機
械
へ
の
我
慢
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
読
者
に
作
品
の
終
結
部
で
決
定
的
な
デ
ィ
ス
ト
ピ
ァ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
供
す
る
。
そ
れ
は
、
機
械
が
止
ま
る
場
面
で
あ
り
、
文
明
の
終
焉
、
地
球
の
崩
壊
、
人
類
の
滅
亡
で
あ
る
。
「
そ
れ
か
ら
、
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
恐
怖
で
あ
る
沈
黙
が
機
械
の
活
対
し
て
も
、
同
じ
だ
っ
た
・
す
べ
て
、
最
初
は
ひ
ど
く
苦
情
が
出
た
が
、
や
が
て
、
黙
認
さ
れ
、
忘
却
さ
れ
た
・
事
態
は
変
わ
る
こ
と
な
く
悪
化
し
た
・
二
一
三
‐
一
一
四
）一一
一
一
一
動
の
停
止
と
と
も
に
訪
れ
た
の
で
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
取
り
乱
し
た
」
（
一
三
一
）
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
イ
は
機
械
の
音
が
し
な
い
沈
黙
に
よ
っ
て
機
械
の
停
止
を
知
る
の
で
あ
る
・
ク
ー
ノ
ー
が
体
験
し
た
よ
う
に
、
暗
闇
と
沈
黙
こ
そ
が
、
機
械
の
停
止
を
意
味
し
、
機
械
が
支
配
す
る
世
界
を
包
み
込
ん
で
い
る
外
部
の
世
界
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
・
暗
闇
と
沈
黙
は
機
械
が
支
配
す
る
世
界
に
安
住
し
て
き
た
人
間
に
と
っ
て
は
恐
怖
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
こ
の
作
品
を
完
全
な
絶
望
で
終
わ
ら
せ
て
は
い
な
い
・
次
の
よ
う
に
、
人
類
の
希
望
は
死
亡
す
る
直
前
の
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
の
言
動
に
灰
め
か
さ
れ
て
い
る
。
「
も
っ
と
急
い
で
」
と
ク
ー
ノ
ー
は
息
を
切
ら
し
な
が
ら
言
っ
た
。
「
僕
は
死
に
そ
う
だ
け
ど
、
僕
た
ち
は
、
触
れ
合
い
、
機
械
を
通
さ
ず
に
話
し
て
い
る
ん
だ
」
ク
ー
ノ
ー
は
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
に
キ
ス
を
し
た
。
「
僕
た
ち
は
自
分
自
身
に
戻
っ
た
ん
だ
・
僕
た
ち
は
死
ぬ
け
蜂
の
巣
の
穴
の
よ
う
な
部
屋
か
ら
外
に
逃
げ
た
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
機
械
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
の
部
屋
の
近
く
に
転
居
さ
せ
ら
れ
た
ク
ー
ノ
ー
に
巡
り
合
う
の
で
あ
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
は
こ
の
直
後
に
地
表
へ
の
出
入
口
の
穴
の
底
に
あ
る
飛
行
船
の
乗
降
場
に
墜
落
し
て
き
た
飛
行
船
の
爆
発
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
作
品
は
終
わ
る
が
、
死
亡
す
る
直
前
の
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
ク
ー
ノ
ー
の
言
動
が
こ
の
作
品
に
お
け
る
人
間
の
変
質
を
表
現
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
ク
ー
ノ
ー
の
言
葉
は
機
械
の
支
配
か
ら
脱
出
し
た
人
間
の
自
立
宣
言
で
あ
る
・
ク
ー
ノ
ー
の
キ
ス
は
直
接
経
験
の
極
み
と
も
言
え
る
肉
体
の
接
触
で
あ
る
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
未
来
の
生
活
の
機
械
文
明
の
崩
壊
と
い
う
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
ヴ
ィ
れ
ど
も
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
が
デ
ー
ン
人
を
屈
服
さ
せ
た
時
の
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
、
生
命
を
取
り
戻
し
た
ん
だ
・
僕
た
ち
は
真
珠
色
の
雲
の
中
に
住
ん
で
い
る
人
間
が
地
表
の
外
で
知
っ
た
も
の
を
知
っ
た
ん
だ
」
二
一
八
）
二
四
ジ
ョ
ン
に
人
間
の
生
命
、
自
立
、
肉
体
の
回
復
と
い
う
人
間
の
希
望
を
託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
、
作
品
の
結
末
か
ら
判
断
す
る
と
、
人
類
へ
の
警
鐘
で
あ
り
、
人
間
の
未
来
の
生
活
を
描
く
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
世
界
の
機
械
や
設
備
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
も
の
も
あ
り
、
現
在
実
現
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、
必
ず
し
も
、
未
来
の
生
活
を
描
く
必
要
も
な
く
、
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
で
あ
る
必
要
も
な
い
。
こ
の
作
品
は
、
人
間
の
未
来
の
生
活
を
描
く
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
が
、
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
と
『
一
九
八
四
年
』
の
よ
う
な
徹
底
し
た
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
で
は
な
く
、
実
現
し
て
欲
し
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
か
ら
の
救
済
の
希
望
を
残
存
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
デ
ィ
ス
ト
ピ
ァ
か
ら
の
救
済
の
希
望
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
5
は
人
間
に
影
響
を
与
え
る
「
土
地
の
霊
」
や
対
立
す
る
価
値
観
の
衝
突
と
い
う
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
作
品
に
一
貫
す
る
主
題
に
関
係
す
る
・
人
間
は
、
国
家
、
人
種
、
民
族
、
言
語
、
階
級
、
宗
教
の
統
一
さ
れ
た
社
会
に
お
い
て
、
異
文
化
に
出
会
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
こ
の
作
品
の
異
文
化
は
機
械
が
支
配
す
る
世
界
の
外
部
の
世
界
に
存
在
す
る
・
機
械
が
支
配
す
る
世
界
で
あ
る
地
下
と
機
械
が
支
配
す
る
世
界
の
外
部
の
世
界
で
あ
る
地
上
と
い
う
場
所
が
こ
の
作
品
で
は
対
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
世
界
に
お
け
る
神
は
機
械
で
あ
る
・
機
械
を
神
と
考
え
る
宗
教
を
盲
信
す
る
人
間
の
代
表
の
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
と
機
械
を
神
と
考
え
る
宗
教
に
反
逆
す
る
人
間
の
代
表
の
ク
ー
ノ
ー
が
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
機
械
が
作
り
出
す
光
と
音
に
安
住
し
、
機
械
が
動
い
て
い
な
い
世
界
の
暗
闇
と
沈
黙
に
恐
怖
を
感
じ
る
が
、
ク
ー
ノ
ー
は
、
機
械
が
作
り
出
す
光
と
音
に
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
機
械
が
動
い
て
い
な
い
世
界
の
暗
闇
と
沈
黙
に
歓
喜
を
感
じ
る
の
で
あ
る
・
ク
ー
ノ
ー
は
、
人
間
が
支
配
す
る
世
界
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
間
が
機
械
を
二
五
道
具
と
し
て
利
用
す
る
世
界
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
対
置
さ
れ
て
い
る
世
界
は
機
械
が
主
体
と
な
る
世
界
と
人
間
が
主
体
と
な
る
世
界
で
あ
る
・
ヴ
ァ
シ
ュ
テ
ィ
は
、
対
立
す
る
価
値
観
か
ら
後
退
し
、
既
存
の
価
値
観
に
逃
げ
込
ん
で
し
ま
う
が
、
ク
ー
ノ
ー
は
、
対
立
す
る
価
値
観
を
受
け
入
れ
、
自
分
を
高
め
る
の
で
あ
る
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
一
貫
し
た
対
立
す
る
価
値
観
の
衝
突
の
図
式
が
こ
の
作
品
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
対
立
す
る
価
値
観
の
衝
突
と
い
う
主
題
は
こ
の
作
品
に
お
い
て
も
強
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
人
間
に
影
響
を
与
え
る
「
土
地
の
霊
」
と
い
う
主
題
は
従
属
的
な
も
の
に
甘
ん
じ
て
い
る
・
ク
ー
ノ
ー
は
、
空
間
の
感
覚
を
取
り
戻
す
こ
と
か
ら
人
間
の
主
体
性
を
取
り
戻
す
こ
と
を
始
め
、
人
間
と
場
所
の
関
係
は
空
間
の
感
覚
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
に
過
ぎ
な
い
。
「
土
地
の
霊
」
は
、
暗
闇
と
沈
黙
の
中
の
死
者
の
声
と
し
て
登
場
し
、
機
械
が
支
配
す
る
世
界
の
脱
出
を
図
る
ク
ー
ノ
ー
を
励
ま
す
役
割
を
演
じ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
人
間
に
影
響
を
与
え
る
「
土
地
の
霊
」
に
よ
っ
て
過
去
の
価
値
観
を
伝
え
、
未
来
の
世
界
に
お
け
る
対
立
す
る
価
値
観
の
衝
突
を
描
き
出
し
て
い
る
。
惜
し
む
べ
き
こ
と
は
、
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
こ
の
作
品
し
か
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
書
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
描
く
未
来
の
生
活
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
か
な
り
的
中
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
描
い
て
も
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
を
描
い
て
も
、
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
人
類
へ
の
希
望
と
警
鐘
を
描
き
出
せ
た
作
家
で
も
あ
る
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
注
〕
（
１
１
）
］
・
国
・
国
①
①
門
・
自
害
免
込
Ｇ
萱
偽
ご
範
ミ
価
雪
『
。
、
画
．
二
戸
、
。
昌
蔚
『
（
両
昌
邑
ご
冒
侭
言
○
面
目
ざ
騨
雲
旨
・
色
Ｐ
ら
ひ
ご
．
己
ｕ
Ｐ
（
２
）
こ
く
邑
坤
①
Ｑ
、
《
◎
目
①
廼
自
琴
⑲
○
画
ご
殉
画
冨
昼
耳
呑
め
』
亀
。
震
琶
一
国
雪
牝
壁
画
ミ
ミ
ヒ
。
、
国
．
』
芦
、
。
『
買
価
、
宙
国
邑
さ
Ｒ
骨
要
色
目
昏
崗
ロ
ロ
ヨ
ぐ
．
宅
吋
①
い
い
》
］
Ｃ
③
。
）
ゆ
で
』
吻
画
．
（
３
）
い
【
《
Ｆ
“
ご
ｓ
ｏ
寄
負
重
殉
琶
函
⑯
国
電
昼
○
○
苫
ご
恥
琶
迂
。
琶
負
園
こ
ぎ
尋
偽
、
言
ご
ｏ
葛
。
、
国
．
廷
．
．
、
。
昌
馬
『
（
ｚ
①
言
昌
。
【
汽
少
三
ｍ
一
一
一
ハ
勺
爲
①
の
い
》
一
℃
ｃ
ｃ
）
〕
己
』
凶
司
．
（
ん
坐
）
国
・
三
島
．
詞
。
Ｒ
い
《
①
扉
余
目
面
①
二
目
四
○
声
一
己
①
由
弄
○
壱
屯
・
一
宮
自
害
ゐ
ご
邑
国
ｏ
壹
琶
恥
函
ざ
、
堕
負
冨
包
○
碁
⑲
『
画
き
ご
価
鈩
シ
三
回
、
①
門
田
三
‐
《
ざ
邑
司
Ｐ
○
三
○
胃
シ
邑
胃
①
ロ
①
貝
の
号
．
乞
君
）
以
下
、
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
引
用
は
引
用
文
の
末
尾
に
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。
引
用
は
し
な
か
っ
た
が
、
国
．
①
・
君
①
匡
吻
の
鈴
弓
言
ヨ
ョ
①
三
四
ｏ
三
邑
屯
ゞ
は
国
．
Ｑ
・
君
巴
房
。
画
亀
恥
Ｇ
尉
旦
函
寄
。
ご
函
ご
‐
討
員
偽
堕
・
勺
①
邑
函
臣
一
目
目
葛
①
邑
三
①
骨
壷
‐
の
①
邑
弄
臣
『
］
○
一
四
の
の
一
○
の
（
困
四
目
巨
○
国
Ｑ
の
君
。
員
胃
弓
①
国
、
巨
言
国
。
◎
穴
の
〕
』
Ｃ
司
巴
、
少
匡
○
二
の
国
巨
三
①
亘
の
画
討
画
ご
甸
乏
毎
二
〉
ミ
。
、
ミ
は
シ
匡
○
巨
切
国
巨
堂
①
雰
酌
『
Ｑ
ご
命
乏
ゐ
こ
》
弓
。
『
三
（
こ
い
鰐
呂
戸
Ｐ
ｏ
ｐ
・
ｏ
Ｒ
ｏ
彦
胃
８
群
室
三
自
己
冒
碗
．
一
ｃ
ｍ
Ｊ
）
、
①
①
。
『
、
①
○
『
言
①
匡
の
ｚ
言
⑮
『
ぬ
⑯
苫
画
狩
實
宇
、
ｏ
置
司
は
①
①
。
侭
①
○
コ
弩
①
二
》
ミ
ミ
ミ
範
偽
琶
固
狩
雪
宇
、
。
置
意
つ
＠
や
桿
烏
で
ず
Ｐ
Ｃ
ロ
ロ
。
旨
の
①
。
穴
①
崗
騨
暑
言
画
禺
ウ
巨
吋
宇
乞
ａ
）
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
。
（
５
）
シ
一
①
×
画
邑
Ｑ
Ｒ
四
シ
宣
門
篦
、
①
．
『
琴
ｎ
画
ｇ
⑱
弓
員
ご
ｎ
言
○
ミ
ミ
ョ
命
ミ
ミ
ロ
豈
貿
。
、
旨
（
シ
回
国
少
尉
弓
◎
弓
ご
三
国
宛
①
碗
①
國
島
。
匿
瑁
門
①
賂
．
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
』
＠
『
唖
）
四
壱
・
℃
。
（
６
）
Ｆ
画
巨
吋
①
ロ
。
①
国
【
四
邑
口
①
Ｈ
〕
岡
．
二
戸
、
。
『
員
殉
尋
』
、
『
ご
言
ｐ
一
画
耳
謹
包
建
ｃ
Ｃ
ａ
騨
爲
も
言
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
邑
唖
困
巨
で
①
員
国
四
目
‐
己
画
く
房
暫
二
℃
『
ｅ
・
で
画
一
要
己
①
邑
厨
Ｑ
ｏ
Ｑ
津
①
ざ
国
．
一
員
、
。
『
員
⑮
『
』
堕
○
忌
飼
『
穴
言
函
旦
。
ミ
（
両
昌
邑
ず
巨
烏
、
言
○
屋
ぐ
①
舜
騨
国
。
］
具
』
Ｃ
ａ
ｍ
）
ゆ
で
。
』
い
・
（
７
）
国
①
①
伊
己
い
Ｐ
、
《
。
ｐ
①
〕
己
で
』
い
い
‐
］
い
い
Ｆ
画
ロ
ニ
嘩
己
』
凶
〆
（
８
）
村
田
幸
範
「
人
工
子
宮
を
生
み
出
す
も
の
ｌ
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
「
機
械
が
止
ま
る
」
に
見
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
と
自
己
ｌ
」
、
『
〈
異
界
〉
を
想
像
す
る
ｌ
英
米
文
学
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ル
の
変
奏
ｌ
』
玉
井
障
・
新
野
緑
共
編
所
収
、
阪
大
英
文
学
会
叢
書
３
（
東
京
亜
英
宝
社
、
二
○
○
六
年
）
、
九
○
頁
。
（
ｎ
コ
）
ぬ
《
。
ｐ
①
〕
壱
・
一
吻
国
・
（
Ⅲ
）
村
田
、
九
四
頁
。
（
Ⅱ
）
Ｆ
四
自
負
で
国
〆
（
旧
）
］
・
塑
困
①
『
Ｎ
・
目
琴
命
吻
琴
。
ミ
翼
国
司
『
ミ
ご
曾
具
⑳
国
宝
．
、
。
、
‐
園
『
ぬ
『
（
Ｆ
○
国
・
◎
ご
“
シ
自
画
○
房
目
筥
一
色
目
。
』
Ｃ
四
四
）
・
で
己
剴
つ
‐
ヨ
］
．
二
七
